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Phonological　Change　of　D媒始an　Dialect
Masayosh圭KAKUDO
　　Dun§an　dialect　of　the　Mo註golia撮ang臓ge　spoken沁Kansu　province　of　the　Republic　of
Chi蔦a　has　undergone　interest圭ng　Phonological　chεしnges．　The　loss　of　consonants　and　the
addition　of　vowels】Made　the　dialect　have　only　nasal　consonants圭n　syllable　f溢al　positions　and
the　loss　of　the　distinct量on　between　front　and　back　rounded　vowels　caused£he　breakdown　of
vowel　harmo町．　There　are　two　aims　in£his　paper．　One　is　to　expla量n　the　process　of　the　change
of　the　syllable　structure　a且d　the　other　is　to　reconstruct　the　relative　chronologica｝order　of　the
vowel　change　in　termS　Of　labia｝　attractien．
0．　はじめに
　ドゥンシャン方雷というのは，中国の甘粛省臨夏回族露治州の東郷族自治県，和政県，臨夏市
に住んでいる約16万人のモンゴル人の話していることばであるω．ドゥンシャン方欝の最大の特
徴は，開音節志陶のことばであるという点である．一般に，homoorganic　cluster以外の子音連
続は，ドゥンシャン方雷には存在しない．モンゴル文語における子音連続の大部分は，前後のい
ずれかの子音が脱落する（前の子音が脱落するほうが多い）か，二つの子音の間に母音が割り込
むかなどの方法で子音連続が解消されている．語末では子音はnとηのみが生じ，文語において
それ以外の子音が対応する場合は，その子音が脱落するか，あるいは，語末に母音が添加される
かして，結果的には開音節になっている．
　次に，ドゥンシャン方言の第二の特徴として，母音の数が6つに減っていることがあげられる．
モンゴル文語には，母音が7つあるから，一つ減っただけのようにみえるかもしれないけれども，
基本的には7つから5つに減り，その過程で新しい母音が1っ生じたと考えられる．その結果，
母音調和は崩壊しつつあることになる．モンゴル語の諸方書で母音が減少したものとしては，他
にも，バオアン方言やダグール方言があげられる．このうちバオアン方書とドゥンシャン方苫は，
よく似た減り方をしているのであるが，ダグール方書の母音の滅り方は，ドゥンシャン方言とは
違やた滅り方をしている．ごく大ざっぱに言うと，モンゴル文語におけるUとUの区別がなく
なり，oと6の区溺がなくなるとドゥンシャン方言のようになり，　uとoの区別がなくなり，
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aと6の区別がなくなるとダグール方欝のようになる．もっとも，これは非常に都合のいい場
合だけについて述べたのであって，実際にはかなり複雑である．かし大きな傾向としては，ドゥ
ンシャン方言は，男性母音と女性母音の区別がなくなっている（すなわち後舌母音と前舌母音の
区瑚がなくなっている）のに対し，ダグール方言では，モンゴル文語の高母音と中母音の区別が
なくなっているといえよう．これは，母音推移がどのように生じてきたかというごとと深い関係
をもっていて，ドゥンシャン方言では，前舌母音の後薫母音化だけが起こったのに対し，ダグー
ル方言では，それ以外に後雪母音の低母音化が起こったということを意味するものである．
　本稿のL9的は以上の二点，すなわち，蘭音節化及び母音の変化（とくにlabia｝　attractionの観
点から）の面から，ドゥンシャン方言がどのような経過を経て現在のような姿になったのかを，
できるかぎり音韻的に圏然な方法で説明しようという点にある．
　ドゥンシャン方言に関して利飛できる資料は，非常に隈られている．主として利用したのは，
Todaeva（1961）Dunganski　yazykであり，とりわけこの書物のうしろについている語彙集であ
る．この語彙集には，見出し語1269語が載っていて，ロシア語による語義説明以外に，対応する
ハルハ方書の形，申圏語からの借用論については，中国語の形が書かれている．ハルハ方言の形
も中團語の形も書かれていない語が葎数十あり，これらの中には，語彙的にはモンゴル語である
が，ハルハ方言に対応する表現のないもの（例えばkalun　t§a「夏」（2）＜qalaγun　6aγ（文字通り
には「暑い時」），チュルク語からの借用語（ta§i「石」）やその派生語（tagituゼ石の多い」），
などがある．また　Todaeva自身がハルル方言の対応形があることを見落したか，気付かなか
ったか，あるいは臨明だと思ったのか，ロシア語で意味が記されている以外は何も記されていな
いもの（例えば，umbaイ入浴する」はハルハ方言のumbaxに十分対応しうる）もある．さら
に，語幹は中国語で，造語法はモンゴル語のもの（例えば9しinzola－一「働くjgunzo「仕事」＜工
作90ngzuδプラス動詞作成接辞1aうで，何も記されていないものがある．申国語からの借用語
にはtga「茶」のようにモンゴル語にかなり古くから借用されていると思われる語ももちろんあ
る．これらの語は，ドゥンシャン方需自体の歴史的な音韻変化を考慮しなければならない．しか
し，比較的最近中臨語から借用されたと思われる語が三百以上ある．したがって，検討の対象に
できる語は七喜に流たない．しかもこれらの語の多くは，生産的な接辞によって侮られたもので
あるから，実際に音韻変化を調べる上で利用できる語はさらに少ないことになる．その結果，平
行例を探そうと思っても，いい例が見つからないことがある．例えば，otきeg・an「濃い」は，モ
ンゴル文語6dkenに婦応する語であるが，　dとkの間に揖音が挿入された珍しい例の一つであ
る、一般に子音連続をさけるために母音が挿入されるという例は非常に少ない．そこで，たとえ
ばモンゴル文語のsedkilがドゥンシャン方言でどういう形になっているか探しても，これに対
応する語は載っていない．対応する語が実際にあるかどうかは，今後の臨地調査を待つしかない
であろう．
　本稿は，モンゴル文語の形とドゥンシャン方言の形とを比べ，ドゥンシャン方言が歴史的にど
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のように変化してきたかを，できるだけ自然な形で説明しようとしたものである．語頭の＊pに
ついては，もちろんわかっている隈り，モンゴル文語より古い形と比べる必要があろう．子音の
有声化と深い関係があると思われる長母音については今回はあまり詳しく検討しなかった．とい
うのは，ドゥンシャン方言には，長母音は存在しないから（3），古い長母音はすべて短母音になっ
ており，さらにモンゴル文語のγやgなどが脱落した結果生じた長母音さえも短母音になって
いるからである．（例えばaγula　ula「山」）二重母音らしきものは存在する（了alaγu彪alau「若
い」）．　高さアクセント（ピッチ）がどうなっているかは非常に重要な点であるが，アクセント
は強さであり，第一音節にあり，最終音節に第工アクセントがあるという再旨の記述がなされて
いるにすぎないω．
　ここで音蔽変化を自然な方法で説明するということの意味を簡単に述べておこう．同じ音韻変
化でも，その音談変化の起こる条件が少なければ少ない程，自然であるといえる．語頭のeが，
mの前だけで脱落するよりは，mとbの前で脱落するほうがより自然である．すなわち，　ffj唇騨
音の前で脱落するよりは，有声両唇音の前で脱落するほうがより霞然であり，さらに一般的に両
唇音の前で脱落するほうがいっそう自然であるといえる．古いモンゴル語ではpは語頭にしか出
現しないから，語頭のeがmとbの前で脱落するということがいえた以上，両腰音の前で脱落す
るという一般化が可能になるわけである、
　Poppe（1951）によれば，モンゴル文語の第二音節の円唇母音の音儀を決める鍵はオルドス方
言が握っていることになるので，オルドス方言の形も大いに参考にした．
　第一章でモンゴル文語の音節構造，ドゥンシャン方言の音節構造，音節構造の変化について述
べ，第二章で主としてlabial　attraction　の観点から母音の変化について述べる．
1．　膏節構造の変化
　1．1，　モンゴル文語の音節構造
　モンゴル文語の音節構造は比較的簡単である．まず，語頭で子音が連続することはない，次に，
語末に現われることのできる子音は，1，r，　m，　n，　ng（謳軌b，　d，　g，γ，　Sに隈られている．これ
らをCiと表わすことにする．これら以外の子音は，∫，6，9，　t，　k，　qであり，これらをC」と表わ
すことにする．語末では，子音が連続することはない．語中では，子音は工つまで続くことがで
き，その際最初の子音は必ずC，である．語中の子音連続の二つめの子音は，CiのこともC」のこ
ともあるので単にCと表わすことにすると，語中において，可能な音連続は，VCV，　VC，CVの
二つの型しかないことになる．もちろん，これらの型のすべてが出現するわけではなく，実際に
は，はるかに少ない組み合わせしか存在しない．ここで大切なのは，可能性はせいぜいこの二つ
の型しかないという点である．音節の一般型は，以上の事実から，CV，　CVCi，　V，　VC，の四つの
型しかなく，このうちVとVCiは語頭にしか現われない．
　C，とCjとは，音声学的にどういうクラスを成すのであろうか．　Gは，シュー音（hushing
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consonant）を除く有声子膏及び摩擦音ということになろう．∫は有声子音ではあるけれどもシュ
ー音であるからGからは除外される．qは閉鎖音であってまだ摩擦音になっていないと考える
と，sが唯一の摩擦者であることになる．　C」は無声子音及びシュー音ということになる．　b，　g，γ
のうちのあるものは摩擦音になっていたと思われるから，大ざっぱに言うとC，はC」よりソノ
リティーが高い子音といえよう．ただしdと∫とではdのほうがソノリティーは低いものと思わ
れる．この点については，シュー音（］fC）は常にうしろに母音を伴なうという性質を持っていた
というふうに考えることができよう、
　1．　2．　ドゥンシャン方言の音節構造
　ドゥンシャン方言は，語中に子音が三つ続くのを許さないという点ではモンゴル文語と変わり
はないけれども，語中で子音が二つ続く場合，最初の子音は必ず鼻音であるという特徴がある．
たとえばniembe－「身をおおう」，　t§lk、功da一ヂ聞く」，antan「金」，ant甑「ノ・ンカチ」，ninl〈en
「薄い」，mensun「氷」，hanxu「歩み」などである．これらのうちt甑、功da－「聞くjla　t§ikeig
「耳」からの派生語であると考えられるが，なぜdの前でnでなくηが出現するのかは，よくわ
からない．あとはbの前でmが現れる場合があるのを除けば，子音連続の第一番目の子音はnば
かりであることになる．なおbの前だからといって必ずmになるわけでもなく，ganbi「ベン」
のようにbの前でnが現れるものもある．
　ドゥンシャン方言は，語末で子音が続くのを許さないばかりか，語末に現れる子音はnと怨だ
けであるという特徴を有する．語末にはmは出現しないので，モンゴル文語のsamヂ櫛」はsan
になる．Oで終わっている語には，　amao「口」，§ldap「歯」，tgl1〈、eg「耳」，furup「唇」，nuduo
「翻」，nasue「年齢」，§ieo「尾」などふしぎに動物に関係があるものが多い．しかし，1〈urUO
「麦粉」，borOO「灰色の」，diiee「衣服」など直接動物に関係ない語もDで終わるものがある
し，逆に，arasun「皮」，yasun「骨」は，動物に関係があるのにnで終わっていることから考え
て，nで終わっている語に動物に関係するものが多いのはやはり偶然であるように思われる．語
末の子音としてはnのほうが圧倒的に多い．
　接尾辞が付く場合に母音が挿入されることは，ドゥンシャン方言を共時的に見た限り殆を存在
しない．わずかに，gien「病気」に対してgiemere－「病気になる」という例が存在する．　gienは
モンゴル文語のgemに対応する語であるから，語末のmが掘こ変化したものである．一方，
giemere－一に対応するモンゴル文語はgemte－（gemtU－）という形であってgemre一という形ではな
い．しかしgiemere一は明きらかに，モルゴル文語のgemに，一・reが添加したものである．その
際mとrの間に母音が挿入され，eがieに変化してgiemere一となったものである．　giemと
giemere一は音韻変化の結果，　共時的には語幹末子・音の音価が違っている珍しい例であるといえ
る．nog・on「緑」，ninl〈en「薄い」，kuit§ien「寒い」に一raあるいは一reが添加する際，語幹
末のnが脱落して，nog、ora－「緑の草におおわれる」，　nimkere－「薄くなる」，　ku圭t話iere－「冷たく
ななる」となるし，d20tgin「客」lc　－laが付くとやはりnが落ちて，彪ot削a－「客として留まる」
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とるが，これはドゥンシャン語固有の現象ではなく，モンゴル文語でもそうであり，また現代の
諸方醤にも見られる現象である．しかし，d乏iesum「ロープ」に対して，　d2iesunla－「m一プでし
ばるjというのがあり，この場舎，モンゴル文語では語幹末のnが落ちるのに，ドゥンシャン方
言では落ちないという違いがある．
　共蒔的には，殆どの場舎開音節であるから，モンゴル文語や現代の諸方雷に兇られるような接
辞の異形態は殆ど存在しない．たとえば，モンゴル文語における副動調一jU（づu）／一・6U（－6U）の交
替は存在しない．モンゴル文語のyabu∫u「行って」，ab6u「取って」は，ドゥンシャン方言で
は，担bud乱agid21である．共時的な面での異形態は，わずかに母音調和の名残りによる交替が，
ごく一部の形態素に見られるにすぎない，たとえば，前述のnog・oraイ緑の草におおわれる」の
一raに対して，　ntenkere－「薄くなる」の一reがそうである．
　1．3．　ドゥンシャン方需の音節構造の変化
　音節構造の面では，現在知られているモンゴン語の最古の形は，モンゴル文語と大きくは違っ
ていないように思われる．したがってここでは，Llに示したような音節構造から，1．2に示し
たような音節構造へどのように変化したのであろうかということについて述べることにする．消
失あるいは添加される分節音を，母音と子音に分け，語頭，語中，語末（語幹末）と分けると，
以下の表において0印を付けたものが存在する（5）、
纐 麟
語中 襟
（語末
語斡末）｛蕪
失
加
失
加
母音
○　（1．3．1）
×
（：）　（1。3．2）
○　（1．3．3）
（動詞に限る）
X
O　（1．3．4）
子音
×
○　（1．3。5）
○　（1．3。6）
○　（1．3．7）
○　（1．3．8）
×
以下順を追って異体例を見ていくことにする．
　1．3．1．　語頭母音消失
　モングォル方言やバオアン方雷と違って，ドゥンシャン方雷は，第一音節の母音がよく保存さ
れているけれども，次のように第一音節の母音が消失していると思われるものがあるにはある．
モンゴル文語
emifS－－
ebUsUn
ドゥンシャン方言
mu齢　　　　　　　着る
osun　　　　　　　　草
最初の例については，第～音節の母音が消失したとほぼ書えるであろうが，二番めの例について
は，dansun「塩」（モンゴル文語dabusun）と比べると，第二音節が脱落したと考えるべきかも
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しれない．すなわち，ebesCm（6besan）＞6bsUn＞6sun＞osun．しかしdansunではbが蕪として
残っているのにosunではbが完全に消失したという理由は説明できない．
　1．3．2．　語中母音消失
　第二音節の母音が消失したと考えられるものに次のものがある
モンゴル文語
qu「uqal
qulaγai
solOγai
jir蔭ke
qu「aγa
m61isUn
ドゥンシャン方言
9くug1
9、u9、i
SO9く量
cl　2ug、e
kくugくap
mensun
虫
盗み
左きき
心臓
仔羊
氷
これらの語は，いったいどのような経過を経て変化したのであろうか．先ず，第二音簾の母蕾が
消失し，次に子音が消失したのであろうか．そしとも，第二番めの音節全体が消失したのであろ
うか．次の例を晃ると，音節全体が消失する場合があるようにも思われる．
モンゴル文語
bayas－（lulang
616S－kUleng
ドゥンシャン方雷
bayasu－ian　　　　　喜び
olieSU－lan　　　　　　飢え
bayasulan，　oliesulanは，　bayasu－，　oliesu一という動詞語幹に一lanが付いているとしか考えられ
ないので，モンゴル文語の一qula　ng，－kUlengのqやkが脱落した結果ではありえない、そうす
るとquやkuが脱落した結果　ドゥンシャン方言で4anになっていると考えざるをえないこ
とになるけれども，いったいそのようなことが起こりうるのであろうか．　ドゥンシャン方書の
一lanは，むしろモンゴル文語の一lang／－lengに対応すると考えたほうがよいように思われる．モ
ンゴル文語の一lang／－lengはqadu－iang「草刈」，｝oba一王ang「苦しみ」，　jirγa－lang「幸福」など，
動詞に付いて名詞を作る働きを持っている．bayas－，616s一には，－1ang／4engではなく，　qulang／
－kulengが付くけれども，この接辞の機能は，－lang／－lengの機能と基本的には同じものであろ
う．モンゴル文語にはさらに，amu一γulang「平穏な」，gemifsi－9Uleng「後悔」のように一γulang
／－gUlengという接辞もあり，この接辞は，－qulang／－k蔵1engと岡一の形態素である．ドゥンシャ
ン方雷では，これらが中和した．しかも母音調和の交替形も持たない一lanのみが存在すること
になる（6）．
　以上の理由から，bayaSulan，01iesulanは通時的に，ある音節全体が脱落した結果ではないこ
とになる．それでは，先の例はいったいどのように説明されるべきなのであろうか．
　ここで問題になるのは，開音節志向であるドゥンシャン方言の音韻変化の過程で，なぜ閣音節
が一且閉音節になり，また開音節になったのかという点である．もしモンゴル文語より古い段階
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では，第二音節の母音は存在しなかったという証拠があれば，ドウンシャン方書の音韻変化は密
然に説明できることになるのであるが，これが本轟であるとすると，d2ug、eの第一音節は，　i
の折れの結果uになったと考えることができなくなるから，古いモンゴル語では第一音節は呈で
はなかったことになる．
　1．3．3．　　語中母音添力口
　次の語は，語中に母音が添加されたものと考えられる．
モンゴル文語
amsa－
b6gle－
6dken
giskigUr
ドゥンシャン方言
amusa－
bugulie－
ot§eg（all
k獄g轟
食べてみる
栓をする
濃い
はしご
これらについては，よくわからない点がある．amsa一のmがnになって，　ansa一となれば語中で
も許される子音連続となるから，わざわざmとsの間に母音を添加してまで開音節にするには及
ぼないし，b6gle一もgが脱落すれば，悶題はないわけである．実際モンゴル文語のsoγta－「酔わ
せる」はドゥンシャン方言でsodo一に対応するから，音節末の子音が脱落することは十分ありう
るのである．子音が脱落するものにさらに，次のような例がある．
モンゴル文語
m6rgu－
marta一
ドゥンシャン方言
mug，　u一　　　　　　祈る，角で突きあう
mata一　　　　　　　忘れる
ここではっきりといえることは，語中子音が脱落するほうが一般的であるけれども，語中に母音
が添加される場合もあるということである．
　1．3。4。　　語末　（語幹末）　母音添力1
　モンゴル文語で動詞語斡が子音で終わっている場合，ドゥンシャン方言では，母音が添加され
て開音節になる．
モンゴル文語
bo1－
tul－
bos－
ner－
degUr－
qolad（a／u）－
ab一
ドゥンシャン方言
volU．
tulu－
bosi一
noro－
duru－
9〈o圭oda－
ag1隔
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になる
頼る
立つ
湿る
満ちる
遠くなる
取る
　　　　　　69－　　　　　　　　　　ogi一　　　　　　　　　与える
　　　　　　bδs　　　　　　　　　bosl　　　　　　　　　綿織物
　　　　　keyld　　　　　　　kide　　　　　　　家
　　　　　　siγ　　　　　　　　　tgigi　　　　　　　　のような
　動詞語幹末への母音添加は，例外なく起こっているようである．これは書いかえると，agi一の
ように子音の音価がbからgへ変化したものもあるにはあるが，動詞語幹末子音は原瑚として保
存されているということを意味するものである．動詞以外ではd，gで終わる語には母音が添加
される．
　1．3．5．　　言吾頭子音添カロ
　中園語からの借絹語のうち，uで始まるものにはvが添加される．
　　　　　　中麗語　　　　　　ドゥンシャン方言
　　　　　　u（wu）　　　　　　Vu　　　　　　　　五
　　　　　　u（wu）　　　　　　vu　　　　　　　　霧
　　　　　　U§i（wushi）　　　　　vu§1　　　　　　　　五十
モンゴル文語でuで始まる語のうち，次の語には，vが添加されているσ）．
　　　　　　モンゴル文語　　　ドゥンシャン方言
　　　　　　U6ira－　　　　　　　vot誼a一　　　　　　会う
　　　　　　uこiraγuL　　　　　　vot§irag、a一　　　　　会わせる
注意すべきことは，中圏語でUで始まっているもので，ドゥンシャン方雷でUで始まっている側
は存在しないし，また，モンゴル文語でUで始まっている語は，Uこira一以外は，ドゥンシャン方
言でもUで始まっているということである．以上の事実から，申圏語からの借用においてのみは
生産的にvが添加されたものと考えることができよう．
　もう一つの例としてモンゴル文語のi又はeで始まる語が，ドゥンシャン方言できが添加され
ている語がある．
モンゴル文語
iniye－
ilegU
i6iye一
ドゥンシャン方言
§inie－
§iliu
§ld乏e一
笑う
余り
恥じる
　1．．3．6．　語中子音消失
　1．・3．・6．・1．開音節における子音の消失舜音聞で9，γが消失する例は，モンゴル諸語に共通の
現象であり，ドゥンシャン方書もその例外ではない．g，γが脱落したあと，母音がそのままの
状態で保存されている場合（A）と，長母音化した後，さらに短母音化した場合（B）とがある．
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　　　モンゴル文語
（A）　niγu－
　　　Jalaγu
　　　saγU－
（B）　　aγula
　　　naγadu一
ドゥンシャン方’言
niu一　　　　　　　　隠す
dをalau　　　　　　　　若い
sau一　　　　　　　　すわる
ula　　　　　　　　山
nadu一　　　　　　　　　　　　　遊オく
Todaevaは，モンゴル文語のnege一に対するドゥンシャン方言のnie－「醐ける」を，（A）のグ
ループに入れているけれども，この語は，nege－＞neE－＞n6－＞ne－＞nie－一という変化を趣ったもの
と考えられるので，（B）のグループに入れるべきである。ne－＞nie一の変化は，　nemttr－＞niembe－
「おおう」，ger＞gie「家」，k6ke＞kugie「青い」などに見られるeからieへの二重母音化と
いう一般的な現象である．モンゴル文語のaigenに対応するドゥンシャン方言のnie「一」は，
gの脱落の結果ではなく，モンゴル文語のnegenのneの部分だけが，上に述べたのと同じ変
化をして，nieになったものであろう．
　Todaevaは，モンゴル文語のasaγu一に対するドゥンシャン方言のasa－「尋ねる」を（B）グル
ー プに入れているが，それなら，なぜ，asu一となっていないかが説明できないことになる．しか
し，asau一ともなっていないから（A）グループに入れるわけにもいかない．　asa一に対応するのは，
asaγ一という形である．したがって，γが脱落した結果，　asa一という形になっているのである．
動調語幹末子音が脱落するのは，この例しかなさそうである．
　Todaevaは，モンゴル文語のtabi一に対応するドゥンシャン方言のtai－「置く」を語中子音消
失の例にあげている．さらにTodaevaは明承的にはあげていないが，　teberi一に対応するのは，
t§ieru－「抱擁する」であるから，これもbが消失したものである．ところで，£abi一はtalbi一とい
う形にさかのぼれるので，ドゥンシャン方言では，talbi－＞tabY＞tai一という変化が起こったので
あろうか．そうすると，1が消央したのは，かなり古い時代だと考えざるをえないことになる．
　L3．6．2．子音連続のうち二つめが消失する場合
　語中においてrbが連続する場含，　bが消失する場合がある．
モンゴル文語
γurban
dδrben
arban（＜＊Pε乳rbεm）
ドゥンシャン方雷
9くuran　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三i三
d乞ieruan　　　　　　　　　　　　　　四
haruan　　　　　　　　十
d乏ierun　r四」，haruan「÷」はbが消失したのではなくて，　uとして残っていると考えるべき
かもしれない．あるいは数詞のうちあるものが一uanに統一されたと考えるべきかもしれない，
というのは，ta・vuan「五」は，モンゴル文語でtabunであり，彪ig・uan「六」はモンゴル文語で
Jirγuγanであるから，ドゥンシャン語のuanは，モンゴル文語のban／ben，　bun，γuγanという
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様々な形に対応するわけである．
　1．　3．　6．　3．　音節末の子音の消失
　ドゥンシャン方言が腿音節の言語になるのに最も広く起こった現象は，音節末の子音が消失し
たことである．一般にモンゴル文語のC，のうち，騨音及び1，d，　s以外は消失する．
モンゴル文語
bergen
tayγun
erte
qurdan
SOγto－
0γtol－
tob6i
kebte一
ドゥンシャン方雷
beg・en
tag（un
et§ie
9、ud乏｛n
sodo－
ot6王u．
tldii
kidをie＿
女，息子の妻，嫁
太った
早い
速い
酔わせる
切る
ボタン
横になる
1は多くはnになって保存されるのであるが，モンゴル文語のsaγu1γaに対応するsaug・a「バケ
ツ」は，1が消失する珍しい例である．また，1．3．2．で述べたモンゴル文語のqulaγai，　soloγai
も1が消失する例といえよう．
　1，3．7．語申子音添於
　開音簾志向のドゥンシャン方需が，わざわざ子音を添加する場合として次の例がある．
　　　　　　モンゴル文語　　　ドゥンシャン方言
　　　　　　nemUr－　　　　　　　niembe一　　　　　　　おおう
mとrの間にbが添加されるのは，音声学的には極めて自然な現象である（8）．したがってrの消
失はbの添加より遅くなければならない．
　1．3．8．　語末子音消失
　1．　3．6．3．の音節末子音消失と共に語末（語幹末）で起こる非常に一般的な現象である．モン
ゴル文語のCiのうち，弊音及び圭，　d，　s以外は語末で消失する。ただし動詞語幹末では消失し
ないほうが普通である．
モンゴル文語
γa「
6ndUr
bulaγ
6aγ
ドゥンシャン方言
kくa
undu
bula
t甑
　　　　　26
手
高い
泉
時間
1．4。　ま　と　め
以上をまとめると，次の表のようになる．
音節末子音
動調以外
｛幕案
1 r
｛3｝・
n σ
m
n
n
n
n
動調
｛藷幹案補｝mV　n
9 γ
o
尉
gV
gV　　②
　　　　　該当するものが存在しない
ブランク　例が見つからないもの
b d S
の　　dV　　sV
　　dV　　sV
gV　（tgv）（9）sV
2．　母音の変化
　この章では，母音がどのように変化して今のドゥンシャン方雷のような母音体系になったのか
を，主として，1abial　attra．　ctionの面に焦点をあてて，解明しようと思う．先ず2．1でモンゴル文
語の母音体系について述べ，2．2でドゥンシャン方言の母音体系について述べ，2．3で母音の変
化について述べる．
　2．　1．　モンゴル文語の母音体系
　モンゴル文語の第一音簾の母音は，比較的容易に決定できるけれども，第二音節の円唇母音に
ついては，すぐには決定できない．o，6は，第一音節にしか現れないという主張に従うなら，
「場所」，「木」はorun，　modunと転写されることになる．また「餓える」，「高い」はδ1蔵S－，
6ndUrと転写されることになる．　PopPe（1951）は，上述の語はoron，　modun，616s－，6ndUrと転
写されるべきであることを主張しているGO）．その根拠になっているのは，オルドス方欝の形で
あり，第二音節の0の前では，第一音節の0は，オルドス方言でも0であるが，第二音節のUの
前では第一音節のoは，オルドス方言ではu、に変わっているというのがその理由である．同様
に，第二音節の6の薗では，第一欝節の6はオルドス方言でも6であるが，第二音節のaの
蒲では，第一欝節の6は，オルドス方言ではurに変わっている（第二音簾のUもurに変わ
る）モンゴル文語のoron，616s一よりさらに古い形は，＊oyan，＊61es一という形であると考えられ
ている，
モンゴル文語
oron（く＊oran）
modun
616s－（＜＊61es－・）
6ndtir
オルドス方言
oron
mu〈du〈n
616s－
umd田r
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場所
木
飢える
高い
　もしPopPeの説が正しいとすると，モンゴン文語の段階ですでにある程度labial　atractionが
起こっていたことになる．この事実がドゥンシャン方雷の音韻変化とどのようにかかわるのかを，
以下の節で述べることξこする．
　2．　2．　ドゥンシャン方言の母音体系（共時的にみた母音調和）
　ドゥンシャン方言の母音は六つあり，次のような体系をしている．
　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　のへ　り　お　　　　　　ロ　　　　ロお　セココ　コ
L＿上迩鷺上奥　舌＿
高 ●－ i
中1・
低
｝
H
a
U
i
O
非　湾　唇　　　鍔　唇
母音が減っているため，共時的な面から言うと，前青母音と奥舌母音は一語中に共存しうる，ま
た，k・utog・o「ナイフ」，　k・ug・o－「届ける」，　kunzo「仕事」のように，　uのあとにoがくることが
あるというモンゴル文語とは違った大きな特徴がある。さらに，たとえば9・010da－「遠くなる」，
nog、ora－「緑の草におおわれる」のように，第一音節のoのあとにaは現れないが，第二音簾の
oのあとにはaは現れる。しかし，sotoro「中」とかong、otgo「小舟」のような例もあるので第
三音節にoが現れないということはない．
　2．　3．　ドゥンシャン方言の母音の変化
　第一音節の0のあとに，0が現れる例は，男牲語には数多く見られるが，女性語には，9090－
「吸う」の一語しかないことを考えると，円唇母音の男女の区別が消失したのはlabial　attrac－
tiollよりあとであると考えられる．以下，男性語のIabial　attraction，女性語のlabial　attracdon
について述べる．
　2．3．1．　男性語のlabial　attraction
　Poppeの立場に従うと，モンゴル文語で第二音節がoであるものには次のものがある．
（1）　モンゴル文語
　　　ongγoca
　　　oro－
　　　oron
　　boγoni
　　boro
　　noγto
　　　SO塗OS一
ドウンシヤン方言
ong、0癒O
oro－
oro籍
bo9くoni
borOl｝（ni）
loto
sonOSU一
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小舟
入る
場所
低い
灰色の
口つな
聞く
モンゴル文語で第二音節がoであると考えられる語は，ドゥンシャル方言でもoとして現れる．
さらに第三音節のaもoに変わっている．しかし，語幹末に添加された母音uはそのままの形で
現れる．
　次に，モンゴル文語で第二音節がaの場合について見ることにする．
　　　（2）　モンゴル文語　　　　ドウンシヤン方言
　　　　　　olan　　　　　　　　olon　　　　　　　　多い
　　　　　　qola　　　　　　　　　　　　　　g〈0王0（ni）　　　　　　　　　　遠い
　　　　　　soγta－　　　　　　　sodo一　　　　　　　　酔わせる
この場合もlabial　attractionが起こっているといえる．ただし，モンゴル文語noyanに対する
ドゥンシャン方雷nojen「官吏」という例外もある．第三音簾のaもoに変わることは，次の例
からもわかる．
　　　（3）　モンゴル文語　　　　ドウンシヤン方言
　　　　　　on9γ06a　　　　　　ong・ot90
　　　　　　（玉otora　　　　　　　　　　　　　　　　　　SO乞oro
モンゴル文語のuγaにはやはりoが対応する．
　　　（4）　モンゴル文語　　　　ドゥンシャン方言
　　　　　　doluγan　　　　　　　　　　　dolon
　　　　　　noγuγan　　　　　　　　　　nogくon
・一般に，第二，第三音節のUはそのままである．
　　　（5）　モンゴル文語　　　ドゥンシャン方言
　　　　　　qoγosun　　　　　　　　　　l〈（osun（ni）
　　　　　　noγOSUII　　　　　　　　　　　nogくosun
小舟
申
七
緑の
乾いた
羊毛
以上の例から，モンゴル文語で第一音節にcがあるとき，第二音節以下がoかaであれば，ドゥ
ンシャン方言ではoとして現れ，第二音節以下がuであれば，ドゥンシャン方雷ではuとして現
れるといえる．ただし，Iabial　attractionは，三を飛び越えないことが次の例からわかる．
　　　（6）　モンゴル文語　　　　ドゥンシャン方言
　　　　　　boγoniqan　　　　　　bo9（onig〈an　　　　　｛Xい（指小辞）
　　　　　　jo6ila，，　　　　　　　　d20tglla一　　　　　　　容として留まる
次の例から判断すると，labial　attractionは，生産的な接辞には起こらないようである．
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（7）　モンゴル文語
　　　noγUγft，　rftc　－
　　qolad（a／u）一
ドゥンシャン方言
nogくora胴
9、Qloda一
以上の例外と思われるものに次のものがある．
（8）
（A）
（B）
モンゴル文語
soqo「
toqom
qoya「
oyl「a
qoyma
songgma
ドゥンシャン方言
su9くo
ttlg（E　！1
9くua
uira
kくuina
sunguna
緑の草におおわれる．
遠くなる
蕾の
鞍褥
近い
うしろ
たまねぎ
（B）については，第二音簾のiもしくはyによって，第一音節のoがuに変わったと考えられ
るが，（A）については，オルドス方喬の形が，soxor，　DoxoMであるから，　PopPeの説に従うな
ら例外となってしまう．さらにドゥンシャン方言のtosum「バター」という語も，オルドス方
琶の形Doso～DU・su・と比べてみると，モンゴル文語は，　tosunなのかtosonなのか決定できな
い．tosunが正しければ，オルドス方言のDu・su・は説明できるけれども，　Dosoは説明できない．
一方，tosonが正しいとすると，オルドス方言のDOSOは説明できるが，　DU・SU・は説驕できない
ことになる．そもそもオルドス方言の形が二つあるのは何を意味するのであろうか、モンゴル文
語の段階でtosunとtosonがあったのであろうか．たとえこれが正しいとしてもドゥンシャン
方書のtosun　は説明できない．
　第二音節のUの前で第一音節の0がuに変わるという点で，オルドス方言との平行性が見られ
るものとして次の語がある．
（9）　モンゴル文語
　　modun
　　songγU一
ドウンシヤン方雷
mutしm
SU捻9くU嘗
オルドス方需
mU〈DUくn
SUく】3（｝し1（一
　
ぶ
木
選
モンゴル文語のoronは＊oranに湖るとされているので，結局は，　labial　attractionを超こす母
音はaであるということになる．したがって，以上の例だけでは，ドゥンシャン方言の観先にお
いて，＊oranのaのほうがolanのaよりも先にoに変わっていたという証明はできないことに
なる．
　2．3．2．女性語の1abial　attraction
　POppeの説に従うと，モンゴル文語で第二音節が6であるものには，次のものがある．
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（10）　モンゴル文語
　　　k6k6－
　　　n6k6r
　　　616s－
　　　onocm
　　　moron
ドゥンシャン方言
9090－
noke
olieSU－
onletsln
moren
吸う
隔志
飢える
孤児（片親の子）
河
gogo－「吸う」以外は，　ドゥンシャン方言では第二音節はeもしくはieであってoではない．
gogo一だけが例外であるといえる．次にモンゴル文語で第二音節がeの場合を見てみよう．
（11）　モンゴル文語
（A）　6dken
（B）b691e－
　　　k6ke
　　　6ngge
（C）6ndegen
　　　d6rben
ドゥンシャン方言
ot§eg・an
bugulie－
1（ugie
ungie
endegくi
d21ecuan
濃い
栓をする
青い
顔
卵
四
ドゥンシャン方言では，第一音節の母音が，o，　u，　e，　ieとさまざまの音に対応するし，第二音節
もe，ie，　a，　uaとさまざまの音に対応しているが，共通していえることは，第二音第にoが現れ
ることはないという点である．第一音節がoとなっているのはどういう場合であろうか．otgeg・an
「濃い」は，第二音節に母音が添加されたこととは無関係ではないと思われる．モンゴル文語の
k6kδ一「吸う」，B6k6r「同志」とk6ke「青い」，6ngge「色」（顔）とで，ドゥンシャン方言の第
一音節の母音が違うことから，ドンシャン方言の祖先には，少なくともある語については，第二
音節のeが6になっていた晦代があることが推定される．（C）については，どのような条件で
6がe又はieになるのかわからない。
　第二音節にUgeがあるものとして次のものがある．
　　　（12）　モンゴル文語　　　　ドウンシヤン方言
　　　　　　6rUgel　　　　　　　olieni　　　　　　　　一対の片方
この語はモンゴル文語のrがドゥンシャン方言1に対応している変わった例である．
　第二音節以下にある蔵もoにはならない．
（13）　モンゴル文語
　　　kδ1養sgR
　　　k61are－
　　　mo「9U一
ドゥンシャン方言
kuliesun
ku至ierL！－
mugくu－
　　　　　31
汗
汗をかく
祈る，角で突きあう．
6nd苞r
6凱登ke呈
undu
fumugくi
高い
悪臭を払つ
もちろんiを飛び越えて，labial　attractionが起こっている例も存在しない．
（14）　モンゴル文語
　　　m61isthn
　　　l（6nJilen
ドゥンシャン方言
mensun　　　　　　氷
guand乏elie　　　　　毛布
語中，語末に添撫された母音にも｝abial　attractionは及ぱない．
（15）　モンゴル文語
　　　b6s
　　　b691e－一
ドゥンシャン方言
bosi　　　　　　　　　　　　　　綿織弓勿
bugulie一　　　　　　栓をする
　2．3．3．　母音の変化のまとめ
　（1）と（10）から，モンゴル文語以前に起こった変化として，次のようなものがあったであろう
と思われる．
①圏一1ε1／＃・・［ε］・・一
すなわち，第一音節のo，6のあとにあるa，eはそれぞれo，　dに変わる．ただしこの変化は，
ある特定の語彙にのみ起こったものである．男性語においては，（2），（3）からわかるようにドゥ
ンシャン方言では，第工音節以下のaは（6）のようにiを飛び越えたり，（7）のように生産的な接
辞でない隈り，oのあとでoに変わる，いわゆるlabial　attractienが起こる．
②　　a→o／oCユ＿
labial　attraction　とは一応別に（4）にみられるような変化が起こる．
③a　uγ践＞u’E＞◎＞o
　②に対応する女性語のlabial　a£tractiOIUま実際には起こらなかったであろうと思われる．とい
うのは，（10）と（11）（13）とを区別するのは，第二音節の母音であると考えられるから，もし女性
語に1abiai　attraction力弍起こったとしたら，（10）と（11）（13）とは区獅できないことになる．
　（4）と平行するのは（12）である．すなわち
　　　③b　8gE＞養’6＞6＞6
（12）の第一音節が，ドゥンシャン方言でoであるのは，（10）の第一音簾がドゥンシャン方雷でo
であるのと同じ理由によるものと考えられる．すなわち，第二音節がある時代に6（あるいは
6）であったからこそ，（11）（B）や（13）のように，第一音節が疑になっていないのである．
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男性語では（8）（B）のように，第二音節にyもしくは子音十iを持っている語の第一音節の
oはuに変わる．
　　④・・一・／＃・・一｛♂、｝
　女性語でこれに対応するのは（11）（B）であろう．すなわち，第二第節のeの前の6はUに変
わる．
　　　④b　6－〉農／＃C。＿　Cke
　オルドス方言に起こったののと同じ変化が（9）及び（13）に見られる変化である．すなわち，u
の繭のoはuに変わり，Uの前の6はliに変わる．
　　　⑤a　o→u／＃C。一一　Clu
　　　⑤b　6－一＞U／＃　Co＿C滋
　女性語の第二音節以下にある6（すなわち①及び③bで生じたd）はすべてeあるいはieにな
る．ドゥンシャン方言では，モンゴル文語のe霞体が，ある場合にieに対応しているから，変化
としては，第二音節の6は一旦eになり，その後あるものがさらにieに変わったと考えられる．
⑥　6→e／6Ci　＿
　　　⑦　e→ie／＿＿　条件は不明
　ドゥンシャン方言では，uはuと，6はoと融合してしまう．すなわち
　　　⑧　Cl→u
　　　　　　6→0
男性語の第二音節以下のoがeやieになっているものは存在しないから，⑧の変化は，⑥より
はあとで起こったと考えられる．しかし⑦と⑧のエつのうち，どちらが先に起こったかは，わから
ない．一般にどの変化がいつ頃起こったかはわからないけれども，相対的には③aと③bの長母
音化までは，④b，⑤a，⑤bよりは早く起こっていたであろうと思われる．なぜなら，もし逆の
順で変化が起こったとすると，たとえば「七」はdolonではなくdulon，「一対の片方」は01ieni
ではなくulieniとなっているはずであるからである．
　ee’一一一音節の円屡栂音の対応を図示すると次のようになる．
　　　　　　　　モンゴル文語　　　　　ドゥンシャン方詔
　　　　　　　　　　　1Σζl　l
三 e
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〔i主〕
（1）
（2）
（3）
（4）
（5）
（6）
（7）
　
　
8
Q
》
v
v
（10）
村松（1973：82）による．
ドゥンシャン語の蓑記は，Todaeva（1959）で採用されているものを網いた．
長母音を記してあるものは，Xδ「怒り」，　kE・「しめる」などのごく少数の語に限られている．
Kaschewsky（1969：261）にはldawala「胆のう」，　dawaila　r気泡」というアクセントによる最小対立の例
が載っているが，T。daeva（1961）にはこれらの語は載っていない。
ごai「茶」，　noyir「眠り」は，ドゥンシャン方言では漁，　noであるから，子音だけでなくある種の母音
が語末で脱落しているものがある．
モンゴル文語にみられる異形態が，ドゥンシャン方言で中和した例としてさらに使役の接辞があげられ
る．
　　　　　　　　　　　　モンゴル文語
　　　　　　　　　　　　　一1γa－／－1ge－
　　　　　　　　　　　　　一γa－／－ge－
　　　　　　　　　　　　－7ul　一／・glil一
なお，小沢（昭和54年：208－220）を参照．
語頭にvが添加される例としてさらに，
のがある．
ドゥンシャン方言
＼
／
一 9＞a一
モンゴル文語egtiden，ドゥンシャン方書v瀧ien「戸」という
ラテン語のcameraからフランス謳のchembreの変化などに見られる．
ドゥンシャン方書のet甑「行く」に薄応するモンゴル文語は，　e6i・（06i－〉であると思われるが，　od一がよ
り古い形であるとすれば，語幹末のdのあとに母音が付加されたのがe6i一であるということになる．な
お，　Poppe（1955：30，110，113）を参照．
この反論としては，Thomsen（1959）がある．
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